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同
志
社
に
は
、
東
京
大
学
学
術
標
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン（
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
）、

京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
貴
重
な
標
本
類
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
延
年
氏
（
１
８
６
６
‐
１
９
４
５
）

が
蒐
集
し
た
「
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
約

８
０
０
０
点
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

福
岡
県
柳
川
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
加

藤
氏
は
、
海
老
名
弾
正
（
第
八
代
同
志
社

総
長
）
の
勧
め
で
同
志
社
普
通
学
校
に
入

学
、
卒
業
後
は
熊
本
英
学
校
な
ど
の
教
員

を
経
て
、
１
８
９
９
年
同
志
社
普
通
学
校

の
教
諭
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
地
理
学
、
博

物
学
、
数
学
な
ど
を
女
学
校
と
掛
け
持
ち

な
が
ら
担
当
し
、
１
９
３
３
年
退
職
後
、

嘱
託
と
し
て
博
物
室
の
管
理
に
専
念
し
た
。

ま
た
、
島
津
製
作
所
の
博
物
顧
問
や
、
平

瀬
貝
類
研
究
所
の
研
究
員
も
兼
務
し
て
い

る
。
加
藤
氏
が
蒐
集
し
た
各
標
本
に
は
、

多
く
の
同
志
社
関
係
者
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
以
下
、
同
志
社
創
立
六
〇
年

誌
（
１
９
３
５
）
か
ら
の
引
用
を
中
心
に

紹
介
し
て
み
る
（『　

』
内
は
引
用
）。
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『
同
志
社
に
來
て
見
る
と
恩
師
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ゲ
ン
ス
先
生
の
集

め
ら
れ
た
豊
富
な
る
鑛
物
標
本
が
あ
る
。
又
恩
師
兒
玉
信
嘉
先
生
が

蒐
め
ら
れ
た
動
物
標
本
も
あ
る
。
そ
の
上
不
足
は
云
え
ぬ
。』　

　

熊
本
英
学
校
に
は
ひ
と
つ
の
標
本
も
な
く
苦
労
し
た
加
藤
氏
が
、

同
志
社
の
標
本
に
接
し
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

か
ら
「
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
蒐
集
が
始
ま
る
。　

『
動
物
園
の
駝
鳥
が
死
ん
だ
と
聞
い
て
村
井
理
事
に
相
談
す
る
。

…
東
京
に
ラ
ッ
コ
の
標
本
が
あ
る
と
話
す
と
、
中
學
二
年
の
生
徒

さ
ん
達
が
毎
月
五
銭
、
十
銭
宛
持
よ
っ
て
一
年
か
か
っ
て
買
ふ
こ

と
に
な
る
。
ミ
カ
ド
キ
ジ
と
奄
美
の
黑
兎
の
標
本
が
手
に
入
っ
た

か
ら
、
遂
に
無
理
算
段
し
て
私
費
で
買
っ
て
寄
附
す
る
。
鰯
鯨
の

頭
骨
を
手
に
入
れ
て
は
望
月
一
丸
氏
に
迷
惑
を
か
け
る
。
山
本
唯

三
郎
氏
の
虎
狩
の
話
を
聞
い
て
は

虎
豺
熊
の
標
本
を
貰
ひ
受
け

る
。
と
云
っ
た
様
な
風
で
段
々
と
博
物
室
の
内
容
が
加
は
っ
て
來

た
。』『
デ
ウ
イ
ス
先
生
の
夫
人
は
先
生
の
遺
物
で
あ
る
珊
瑚
類
一

箱
を
寄
付
せ
ら
れ
』 『
木
村
淸
松
牧
師
は
南
洋
か
ら
シ
ャ
コ
の
巨

殻
や
獨
木
舟
の
模
型
を
持
ち
歸
っ
て
寄
附
さ
れ
た
。』

　

こ
の
よ
う
に
時
に
は
私
費
も
投
じ
標
本
を
購
入
し
た
。
そ
の
他
に
、

『
銀
草
』『
極
楽
鳥
』『
蜂
雀
』『
ス
カ
ン
ク
』『
鰐
』『
イ
グ
ア
ナ
』『
象

の
骨
』『
尾
白
鷲
』『
黒
貂
』
な
ど
牧
師
の
友
人
等
か
ら
の
寄
贈
も
多

い
。『
河
馬
』『
縞
馬
』『
キ
ヴ
イ
』
は
学
校
費
用
で
購
入
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
蒐
集
さ
れ
た
標
本
類
は
、
今
に
至
る
ま
で
多
く
の
見
学

者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
最
近
で
は
、
芥
川
賞
作
家

の
藤
野
可
織
氏
の
作
品
「
お
は
な
し
し
て
子
ち
ゃ
ん
」
は
、
同
志
社

中
学
在
学
中
の
サ
ル
標
本
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
て
い

る
。
現
在
、「
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、同
志
社
小
学
校
の
東
側
「
吉

峰
館
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
隣
の
小
学
校
に
「
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の

足
」、
中
学
校
に
「
カ
バ
、
ラ
ク
ダ
、
ウ
マ
骨
格
」
等
が
、
高
校
に

は
貝
類
標
本
等
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
日
々
の
児
童
・
生
徒
に
、
生

物
の
多
様
性
と
奥
深
さ
、
形
態
の
科
学
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
加
藤
氏
が
生
前
切
望
し
て
い
た
「
同
志
社
博
物
館
」
へ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
一
文
を
紹
介
し
、
同
時
に
私
か
ら
の
願
い
と

も
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

『
剥
製
の
動
物
を
し
て
出
來
る
な
ら
ば
…
パ
ノ
ラ
マ
式
に
背
景
を

添
へ
、
以
て
教
育
的
價
値
を
増
さ
ん
と
す
る
こ
と
は
近
代
の
流
行

で
あ
る
か
ら
、
将
来
同
志
社
博
物
館
完
成
の
暁
に
は
之
を
試
む
べ

き
で
あ
る
。
…
歐
米
の
有
名
な
大
學
に
は
大
抵
附
屬
の
博
物
館
が

あ
る
か
ら
、
同
志
社
に
も
附
屬
の
博
物
館
が
あ
っ
て
然
る
べ
し
と

信
ず
る
。』

（
付
記
）「
蒐
集
」
と
い
う
語
に
は
、「
根
気
と
気
力
、
情
熱
、
お
金

を
か
け
て
探
し
求
め
、
蒐
め
に
集
め
る
と
い
う
執
念
が
込
め
ら
れ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
そ
の
意
味
で
使
用
し
た
。

　

（
中
学
校
高
等
学
校
教
諭　

田た

邉な
べ

利と
し

幸ゆ
き

）


